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造をしており，特に GCD の計算は高い並列性を有する．この構造は GPU での計算に適している
ため，本研究では多項式の分解の処理を GPUによる高速化の対象とした．具体的には，各法の演算を
ブロックに割り当て，内部の GCD 計算をブロック内のスレッドが担当する．GPU による実装の
結果，並列化部分において高い並列処理の効果が確認された．このことから，数式処理分野の多項式
補間において GPUを使用することの有効性が示された． 
 
